平成20年12月

介護支援専門員の皆様へ
「堺市における医療と介護の連携をすすめる関係者会議」
　　　　　              　(いいともネットさかい)
座長　岡原　和弘

　　　主治医と介護支援専門員との連絡シートの活用について

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

皆様方におかれましては、平素より地域の高齢者支援のためご奮闘の事、心より敬意を表します。

　さて、私たちの地域での医療と介護の連携を強めるため「堺市における医療と介護の連携をすすめる関係者会議」(愛称 いいともネットさかい)が今年11月に発足したところですが、ケアマネジャーから要望の多かった、主治医と連絡を取る際の共通様式を別紙のとおり、堺市医師会で作成いたしました。
	○　1号様式「医師と介護支援専門員との連絡票」について

　介護支援専門員から主治医に連絡を取る際に使用。

　診療情報提供書とはちがいますので、費用はかかりません。

○　2号様式「介護支援専門員用診療情報提供書」及び「診療情報提供書における介護支援専門員からの回答(返信)」について

　「介護支援専門員用診療情報提供書」は、主治医から介護支援専門員に患者の診療に関する情報を提供する場合に使用。

　　診療報酬の発生を伴いますので、自己負担に対する利用者の了解があらかじめ必要となります。( 診療情報提供料は250点ですので、1割負担の方の場合は250円・3割負担の方の場合は750円の自己負担となります。)
  「診療情報提供書における介護支援専門員からの回答(返信)」は、主治医から2号様式を使用して介護支援専門員に連絡があった際、返信するときに使用する様式です。



堺市医師会では、12月20日頃に会員の先生方に共通様式の使用についてお知らせを発出する予定ですので、それ以降の主治医との連絡に際して活用していただけるのではないかと思います。

